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よい」イメージを与える木目的平行直線を明らか

にするために、黒と白の異なる線で色の比率の異

なる縞パターン図を作成し、その図を用いてアン

ケート調査を行い、木目的平行直線が心理的イメ

ージに与える影響について調べた。また、その結

果をもとに木材の晩材率の変化が与える心理的イ

メージの影響を検討した。

１．はじめに

室内空間の内装に木材を使用することで、心理

的イメージに影響を与えることがわかってきてい

る。視覚特性についてみると、木材は「あたたか

い」「などんだ」「落ち着いた」などのイメージ

を与えると推測されている［3)壁面ﾊﾟﾈﾙのｸﾞル
ープ（溝）が心理的イメージに与える影響につい

ては、グループの間隔や太さ、傾斜角度および間

隔のゆらぎの影響など多面から研究がなされてい

るが、木材自体のもつ木目の与える影響、特に晩

材率の変化による影響についてはまだ十分検討が

なされていない。そこで、視覚的に最も「感じの

2．調査方法と内容項目

2.1縞パターン図の製作

「感じのよい」イメージを与える木目的平行直

線の最適値を調べるために、縞パターン図を製作

*TechnicalEducation，CollegeofEducation，UniversityoftheRyukyus．
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(Ｂ） (Ｃ）(Ａ）

(Ｄ）（Ｅ）（Ｆ）

図１縞パターン図（１）－１年輪幅を20mmとした場合一

I
(2)(1) (3)

(4)（５）（６）

図２縞パターン図（Ⅱ）一晩材幅を1.0mmとした場合一
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図３縞パターン図（Ⅲ）一晩材幅を1.5ｍとした場合一
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図４縞パターン図（Ⅳ）一晩材幅を2.0mmとした場合一
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図５縞パターン図（Ｖ）一晩材幅を2.5mmとした場合一

㈱ １２ｍ㈱

剛、、剛

図６縞パターン図（Ⅵ）一晩材幅を3.0mmとした場合一
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した。図の寸法はl0cmx10cm（100cd）であり、

図１～６に示すようにその正方形内を白と黒の２

色の縦縞で区切ったものである。内角上質紙に図

の寸法を描き、黒色になるところをカッターナイ

フで切り抜き、下に黒画用紙を敷いて複写した図

である。木材の晩材率の変化に対応するように、

縞パターン図内の黒線の比率を変え、図７のよう

に合計36枚製作した。なお、図１の６枚について

は１年輪幅（白線と黒線の１繰り返しの幅）を２０

mmと固定して作成し、図２，３，４，５，６の３０

枚については晩材幅（黒線の幅）をそれぞれ1.0,

1.5,2.0,2.5,3.0mmと固定して作成した。特に、

晩材率（黒線の比率）は、予備測定で木材の晩材

率が多く存在すると予想された６～33影に集中す

るように作成した。また、木目を２色の平行直線

で表しているため、木目本来の微細な濃淡や色な

どは無視されている。今後、木材との概念の対比

ができるようにするために、縞パターン図の白線

と黒線の１繰り返しの幅を「１年輪幅」、1本の

黒線の横幅を「晩材幅」、縞パターン図に占める

黒線の比率を「晩材率」と便宜上呼ぶことにす

る。

〔（Ａ）～（Ｆ）は、すべて１年輪幅が20ｍｍ〕

(Ａ）（Ｂ） (Ｃ） (Ｅ）(、） (Ｆ）

図１参照

2０0 ４０６０

晩材翠（無線の比率）（形）

8０ 1００

０ ５ 10 1５２０２５

晩材率（黒線の比率）（影）

3０ 3５ 4０

なお、（）内の文下・敗了:は、縞パターン脚の添号である。

図７縞パターン図の晩材率（黒線の比率）
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２．２アンケート鯛査

縞パターン図を同時に６枚見比べることによっ

て、順位式および多肢選択法で心理的イメージの

アンケート調査を行った。アンケート内容項目は、

第一印象で６枚を「感じのよい」ものから順番に

書き並べる項目と、「すっきりした」、「落ち着

きのある」、「イライラする」、「チカチカする」、

「派手な」、「地味な」と感じるものを６枚の中

からそれぞれひとつずつ選ぶ項目とで構成されて

いる。したがって、このアンケートでは合計36枚

の図が６枚ずつ見比べられたことになる。また、

アンケート回答は机上で行ったため、縞パターン

図は目から約３０ｃｍの距離で観察されたことにな

るが、観察距離の違いによる影響は小さいといわ

れている:）

アンケートの被験者は、沖縄市立安慶田中学校

生徒（男性36名、女性30名）と琉球大学の学生

（男性２５名、女性25名）の計１１６名で、調査は

1990年１２月に実施した。

アンケートの調査結果の集計は、「感じのよい」

ものから順に並べられた順位式では、そのイメー

ジか強いと判断されたものから順に＋６点、＋５

点、＋４点、＋３点、＋２点、＋１点と加算する

ことで行った。他のイメージ調査については多肢

選択法を用いて、選ばれた縞パターン図に＋１点

（他の５枚には＋０点）を加点することで行っ

た。

3．調査結果および考察

3.1晩材率０～90％と心理的イメージ

縞パターン図（１）では、晩材率の変化を０，

１０，３０，５０，７０，９０％とし，変化範囲を０～９０

％に設定している。縞パターン図（１）の晩材率

と「感じのよい」イメージの回答得点の分布を図

８に示す。晩材率10％において「感じのよい」イ

メージが最も高くなっており、晩材率０～30％の

範囲でみると、全体の63％を占めていることがわ

かる。なお、この「感じのよい」イメージについ

ては順位式の記入方法で回答を行っているため、

晩材率の変化によって回答得点に大きな差が生じ

ていない。
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縞パターン図（１）の晩材率と

「感じのよい」イメージの回答得点

の分布

図８

２．３木材の晩材率の測定

木材の晩材率は一年輪幅における晩材幅の占め

る割合のことである。晩材幅を求めるとき、早材

と晩材との境界を材色の濃さの変化によって決め

るが、本研究では工具顕微鏡（倍率：100倍）で

測定した。１つの木材試験体からは木口面の５箇

所の一年輪幅と晩材幅を測り、１樹種につき複数

本の試験体を準備して平均晩材率を測定した。測

定した木材の樹種は日本産主要木材のカヤ、モミ、

トドマツ、カラマツ、エゾマツ、アカマツ、クロ

マツ、ヒメコマツ、トガサワラ、ツガ、スギ、ヒ

ノキ、サワラの針葉樹13種である。木目が直線で

平行であることが本研究の必要条件であるため針

葉樹を選んでいる。

晩材率と「すっきりした」イメージの回答得点

の分布を示したものが図９である。晩材率0％で

全体の61％、晩材率10％で全体の35％を占めてお

り、Ｏ～10％の晩材率で全体の96％を占めている

ことがわかる。晩材率の低いものほど「すっきり

した」イメージを強く表しているといえるが、必

ずしも晩材率0％の真っ白の図だけが「すっきり

した」イメージを与えているものではないことは

注目に値するといえる。

晩材率と「落ち着きのある」イメージの回答得

点の分布を示したものが図10である。「落ち着き

のある」という言葉に対する被験者のもつイメー

－２４６－
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ジが不確かで広範であるために、一定した傾向が

表れていないと考えられる。

みると、小さい得点から順に、晩材率70影の－３１

点、晩材率90％の-11点、晩材率50％および30％

の＋６点となり、晩材率70影が「落ち着きのある」

イメージではなく、「イライラする」イメージで

あることがわかる。

晩材率と「チカチカする」イメージの回答得点

の分布を示したものが図12である。晩材率50％が

最も高い値を示しており、全体の41％を示してい

る。黒と白の色の比率が対等であるときに、その

色のコントラストが最も強く表れて、「チカチカ

する」イメージをつくりだしたと考えられる。
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図１１縞パターン図（１）の晩材率と

「イライラする」イメージの回答

得点の分布．
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図１０縞パターン図（１）の晩材率と

「落ち着きのある」イメージの回

答得点の分布

Ⅶ
０

晩材率と「イライラする」イメージの回答得点

の分布を示したものが図11である。晩材率70％で

全体の31％、晩材率90％で全体の29％を占めてい

る。この「イライラする」イメージと対立する概

念の「落ち着きのある」イメージでは、前の図１０

からわかるように、晩材率70％が最も低い回答得

点となっている。そこで、図10の「落ち着きのあ

る」イメージの回答得点から図11の「イライラす

る」イメージの回答得点をそれぞれひいて考えて

0１０３０５０７０９０無liul呑

晩村卒（形）

”IIiji…蝋騒難題雛

図１２縞パターン図（１）の晩材率と

「チカチカする」イメージの回答

得点の分布
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晩材率と「派手な」イメージの回答得点の分布

を示したものが図13である。前の「チカチカする」

イメージの場合と同じく、晩材率50％の時に全体

の40％の最高値を示している。したがって、晩材

率50％に近いものほど、「チカチカする」イメー

ジを生み出し、かつ「派手な」イメージをつくっ

ているといえる。

晩材率と「地味な」イメージの回答得点の分布

を示したものが図14である。晩材率90影のとき最

高値となり全体の41％を占めている。これは、「地

味な」という言葉のもつイメージが、より黒に近

いものとして認識されたため晩材率90影のものが

選ばれたと考えられる。なお、晩材率90％以外の

ものはほぼ一定値を示していることから、「地味

な」という言葉が一部では不確かで広範に解釈さ

れたと考えられる。また、「地味な」イメージと

対立する概念である「派手な」イメージでは、前

の図13からわかるように晩材率50％のときに最高

値であったが、「地味な」イメージではその晩材

率50％のときに最低値を示している。

また、これらすべての心理的イメージについて、

中学生と大学生、男性と女性に分けて回答得点の

集計を行ったが、年齢、性別の差による顕著な違

いは認められなかった。

3.2晩材率６～３３％と心理的イメージ

縞パターン図（Ⅱ～Ⅵ）では、晩材率の変化す

る範囲を６～33％に設定している。また、晩材幅

を1.0～3.0mmまでの範囲で５段階に分けてそれ

ぞれ設定している。縞パターン図（Ⅱ～Ⅵ）の晩

材率と「感じのよい」イメージの回答得点の分布

を図15に示す。いずれの晩材幅についても左上が

りの曲線を描いていることから、最も「感じのよ

い」イメージをもつ縞パターン図が晩材率６％以

下のところにあることが推定される。また、この

ことは図８においても10影の晩材率で回答得点が

最高値を示していたこととほぼ合致した結果であ

るといえる。
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晩材稀（形）

翠ｌＩｉｉ函蛾蕊燃唾餓
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図１３縞パターン図（１）の晩材率と

「派手な」イメージの回答得点の分布
５００

:‘０．
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P已勺■

Ｓ２ｏｏ
ＰｏｂＧ

、－ゾ

１００

5０

0
0５1０１５２０２５３０３５４０

晩材率（鬼）

図１５縞パターン図（Ⅱ～Ⅵ）の晩材率

と「感じのよい」イメージの回答

得点の分布

010３０５０７０９０照(''１番

晩材率（＄）

”llili函麟麺蝿邇餓

晩材率と「すっきりした」イメージの回答得点

の分布を示したものが図16である。いずれの晩材

幅についても晩材率最小の値で回答得点が最高値

を示していることから、最も「すっきりした」イ

図１４縞パターン図（１）の晩材率と

「地味な」イメージの回答得点の分布
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メージをもつ縞パターン図が晩材率６％以下のと

ころに存在することが推定される。また、いずれ

の晩材率についても晩材率の小さい領域で急な勾

配を示していることから、図９において最も回答

の高かった晩材率0％付近にその最も「すっきり

した」イメージの縞パターン図があることが予想

される。

晩材率と「落ち着きのある」イメージの回答得点

の分布を示したものが図17である。図10において

はこのイメージに該当する晩材率を確定するには至

らなかったが、その晩材率Ｏ～30％についてみる

と、１０％のときに高い値を示していた。この図１７

でも、10％付近で高い回答得点があるといえる。

晩材率と「イライラする」イメージの回答得点

の分布を示したものが図18である。いずれの晩材

幅についても右上がりの曲線を描いていることか

ら、最も「イライラする」イメージをもつ縞パタ

ーン図が晩材率33％以上のところにあることが推

定される。また、いずれの晩材幅についても晩材

率の高い領域で急な勾配を示しており、他の領域

では得点がほとんどないといえるため、この晩材

率６～33影では、「イライラする」イメージがな

いといえる。
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図１８縞パターン図（Ⅱ～Ⅵ）の晩材率

と「イライラする」イメージの回

答得点の分布
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０
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晩材率（＄）

晩材率と「チカチカする」イメージの回答得点

の分布を示したものが図19である。いずれの晩材

幅についても右上がりの曲線を描いていることか

ら、最も「チカチカする」イメージをもつ縞パタ

ーン図が晩材率33％以上のところにあることが推

定される。また、いずれの晩材幅についても晩材

率の高い領域で急な勾配を示しており、他の領域

では得点がほとんどないといえるため、この晩材

率６～33％では、「チカチカする」イメージがな

いといえる。

晩材率と「派手な」イメージの回答得点の分布

を示したものが図20である。いずれの晩材幅につ

いても右上がりの曲線を描いていることから、最

も「派手な」イメージをもつ縞パターン図が晩材

率33％以上のところにあることが推定される。ま

た、このことは図13においても50％の晩材率で回

答得点が最高値を示していたことと合致した結果

であるといえる。

図１６縞パターン図（Ⅱ～Ⅵ）の晩材率

と「すっきりした」イメージの回

答得点の分布
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晩材率（形）

図１７縞パターン図（Ⅱ～Ⅵ）の晩材率

と「落ち着きのある」イメージの

回答得点の分布
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図１９縞パターン図（Ⅱ～Ⅵ）の晩材率

と「チカチカする」イメージの回

答得点の分布
図２１縞パターン図（Ⅱ～Ⅵ）の晩材率

と「地味な」イメージの回答得点

の分布

（晩材幡）
０１．０ｍｍ
●１５ｍｍ
ロ２．０ｍｍ

R;B柵
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近づくにつれてわずかに回答得点が増加している

のである。

また、これらすべての心理的イメージについて、

中学生と大学生、男性と女性に分けて回答得点の

集計を行ったが、年齢、性別の差による顕著な違

いは認められなかった。
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３．３木材の平均晩材率

日本産主要木材の針葉樹13種について、平均晩

材率を測定した結果を図22に示す。この結果より、

針葉樹の晩材率では50％を越えるものがほとんど

存在せず、多くの針葉樹材では晩材率が６～35％

０５１０１５２０２５３０３５４０

晩材率（影）

図２０縞パターン図（Ⅱ～Ⅵ）の晩材率

と「派手な」イメージの回答得点

の分布

晩材率（影）

100晩材率と「地味な」イメージの回答得点の分布

を示したものが図21である。いずれの晩材幅につ

いても左上がりの曲線を描いていることから、最

も「地味な」イメージをもつ縞パターン図が晩材

率６％以下のところに存在することが推定される。

しかし、この推定は図14において晩材率90％で最

高の回答得点であったことと相反している。この

ことは、晩材率６～33％の範囲内で「地味な」イ

メージに該当する黒に近い色がなかったために、

白地にできる限り黒色が入らないことで地味なも

のと考えた結果であると考えられる。図14を詳し

く分析すると、回答得点の最も低い晩材率50％を

境にして、晩材率90％に近づくにつれて回答得点

も増加していくが、その一方で逆の晩材率0％に

アカマツ（45.3％）
カラマツ（34.8％）

トガサワラ（33.3％）
ツガ（29.9％）
クロマツ（28.8影）
ヒメコマツ（23.0％）

エゾマツ（22.5％）
モミ（20.7影）

トドマツ（14.5影）

サワラ（12.6％）

ヒノキ（10.8％）

スギ（9.3影）

カヤ（6.3％）

印
如
釦
加
⑩
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図２２日本産主要木材（針葉樹）の

平均晩材率
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福田：木目的平行直線が心理的イメージに与える影響

にあることがいえる。ただし、木材に平均晩材率

どおりの木目が現れることは少なく、柾目板では

柾目面に晩材率どおりの平行直線が現れても、板

目面では髄から遠ざかるにつれて、その木材本来

の晩材率より高い値を現し、その木目も直線から

曲線へと移行してくる。また、木材の直径が小さ

くなるほど、その傾向は増加してくるといえる。

しかし、ここではその製材方法の違いによる晩材

率の増加は無視できるほど小さいと考えて考察を

進めることにする。

木材の晩材率と心理的イメージについて、縞パ

ターン図で得られた結果をもとに考えると、「感

じのよい」イメージが多く表れるのは晩材率０～

30％であり、アカマツなどを除く多種の針葉樹が

この範囲に含まれるといえる。特に晩材率10影の

スギ、ヒノキなどが「感じのよい」イメージに合

致している木材といえる。また、「すっきりした」

イメージにあう木材は確定できなかったが、晩材

率０％に近づくにつれて、木材にそのイメージが

加味されるといえる。さらに、「落ち着きのある」

イメージにあう木材は確定できなかったが、晩材

率Ｏ～30％に限ってみると、１０％のときにそのイ

メージが強く表れると考えられる。多くの針葉樹

は晩材率が６～35％であり、その晩材率の範囲で

は「イライラする」イメージがほとんどなく、

「チカチカする」イメージもなく、さらに、「派

手な」イメージも「地味な」イメージもないこと

がわかった。

ジの影響を検討した。

「感じのよい」イメージを与える晩材率はＯ～

３０％であり、アカマツなどを除く多種の針葉樹が

この範囲内の晩材率をもつといえる。特に、晩材

率10％のスギ、ヒノキなどが「感じのよい」イ

メージに最も合致した木材といえる。また、「す

っきりした」イメージについては、晩材率Ｏ形に

近づくにつれて、木材にそのイメージが加味され

るといえる。だが、必ずしも晩材率０％の真っ白

の図だけが「すっきりした」イメージを与えるも

のではないことは注目に値するといえる。さらに、

「落ち着きのある」イメージについては、晩材率

０～30％に限ってみると、１０％のときにそのイメ

ージが強く表れると考えられる。多くの針葉樹は

占晩材率が６～35＄であり、その晩材率の範囲では

「イライラする」イメージがほとんどなく、「チ

カチカする」イメージもないことがわかり、それ

らマイナスのイメージは、木材の晩材率の範囲外

（50～90％）に強く表れているといえる。
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本研究では、視覚的に最も「感じのよい」イメ

ージを与える木目的平行直線を明らかにするため

に、縞パターン図を作成し、その図を用いてアン

ケート調査を行い、木目的平行直線が心理的イメ

ージに与える影響について調べた。また、木材の

晩材率を測定し、その変化が与える心理的イメー
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